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１．水中部施工状況調査の実施要領
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「総 則」

１．調査の目的

水中部施工状況調査は、工事の監督職員自らが水中部の施工状況について直接確認する

ことが困難であることを踏まえ、当該調査に従事する潜水士が監督職員に代わって水中部

の施工状況を調査し、監督職員が調査結果に基づき契約図書の適合等について確認及び把

握することを目的とする。

国土交通省港湾局所掌の港湾及び海岸の水中部における工事監督検査の実施にあたって

は、水中部施工状況調査の手引き(以下、「本手引き」という。)に基づき、潜水士に施工

状況を確認させる。そのため、本手引きに必要な事項及び結果の取りまとめ方法等を定め

る。

また、水中部施工状況調査に従事する管理技術者及び潜水士は、上記調査の目的が検査

の補完であることを理解の上、本手引きに規定する実施項目や測定密度等を遵守しなけれ

ばならない。

２．調査の実施体制

１）調査を実施する潜水士の資格・経歴等については、事前に調査職員へ通知するもの

とする。

２）調査の対象となる工事の潜水作業に従事する潜水士、又は潜水作業に従事する企業

等に所属している潜水士は、当該工事の調査に従事することは出来ない。

３）調査職員は、前記２）の潜水士が当該工事の調査に従事することがないよう、当該

工事に従事する潜水士の配置状況について、事前に施工計画書等の写し等により、調

査を実施する受注者に通知する。

３．調査の実施方法

１）調査において、潜水士が確認すべき事項及び結果の取りまとめ方法等は、水中部施

工状況調査実施項目によるものとする。

２）調査において、潜水士が確認した事項及び結果の報告等は、「水中部施工状況調査

の報告書作成手引き」によるものとする。

３）本手引きに規定する測定密度は、全体の２０％以上とし、測定密度が過度とならぬ

よう留意する。本手引きに規定する測定密度を満足しなくなる場合には、発注者が調

査の取り止めまたは再調査を決定する。

なお、調査を取り止める場合の判断は以下とする。

（調査取り止めの判断）

現地の気象海象条件から、調査の実施により当該工事の施工工程に多大な影響を及

ぼすことが想定される場合。

(留意事項)

本手引きに規定する測定密度を満足しなかった場合には、その理由を協議書等の書

面に記録するものとする。

４．調査の時期

調査の時期は、調査職員の指示による。
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実施項目一覧表

工 種 名 称 業 務 内 容 項

海上地盤改良工 置換え 浮泥有無の確認 １

置換材均し 出来形の確認 ２

基礎工 洗掘防止マット及び摩擦増大用 出来形の確認 ３

マットの敷設

基礎捨石・捨石均し 出来形の確認 ４

基礎ブロック据付 出来形の確認 ５

本体工（ケーソン式） ケーソン据付 出来形の確認 ６

本体工（ブロック式） 本体ブロック据付 出来形の確認 ７

本体工（場所打式） 水中コンクリート、プレパック 出来形の確認 ８

ドコンクリート及び水中不分離

性コンクリートの施工

本体工（捨石・捨ブロ 洗掘防止マットの敷設 出来形の確認 ９

ック式） 本体捨石均し 出来形の確認 １０

捨ブロック据付 出来形の確認 １１

本体工（鋼矢板式） 鋼矢板・鋼管矢板の打込み 出来形の確認 １２

被覆・根固工 被覆石・被覆均し 出来形の確認 １３

被覆・根固ブロック据付 出来形の確認 １４

付属工 電気防食、FRP ﾓﾙﾀﾙ被覆、ﾍﾟﾄﾛ 出来形の確認 １５

ﾗﾀﾑ被覆、ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆、防食塗

装

消波工 洗掘防止マットの敷設 出来形の確認 １６

消波ブロック据付 出来形の確認 １７

裏込・裏埋工 防砂目地板の取付 取付状況等の確認 １８

裏込均し 出来形の確認 １９

吸出し防止材の敷設 出来形の確認 ２０

維持補修工 電気防食、FRP ﾓﾙﾀﾙ被覆、ﾍﾟﾄﾛ 出来形の確認 ２１

ﾗﾀﾑ被覆、ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆、防食塗

装

仮設工 仮設鋼矢板・鋼管矢板の打込み 出来形の確認 ２２

（指定仮設に限る）

雑工 被覆・スタッド溶接（水中） 出来形の確認 ２３

水中切断 出来形の確認 ２４



3

水中部施工状況調査実施項目
（１）

工 種 ： 海上地盤改良工
名 称 ： 置換え
業務内容 ： 浮泥有無の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

位置（範囲） 浮泥の有無
内 容

厚さ

時 期 置換材投入前、置換材投入後 左に同じ

密 度 始点、終点、中間点の３か所以上 全般

単 位 10cm

使用機器 スチールテープ等、バカ棒 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

許容範囲

判断基準

一般に１０～３０cm程度の浮泥であれ 置換え地盤が周辺地盤より低い場合には、浮泥土の
ば置換砂の投入時に撹乱により浮上拡 流入があるのでその状況を良く観察して報告する。
散するため、あまり問題にならないと 異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチして

備 考 言われている。 おく。
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（２）

工 種 ： 海上地盤改良工
名 称 ： 置換材均し
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

天端幅 均し面の状況
内 容 延長

時 期 均し完了後 左に同じ

天端幅：全体の20％以上とする
密 度 延長：法線上又は調査職員の指示によ 全般

る

単 位 10cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

(1)天端幅 （特）
(2)延 長 +規定しない,-0

[注]（共）第1編5-5-6（出）3-2

許容範囲

判断基準

不陸、かみ合わせに注意
突起物、転石の確認

備 考
法面の不安定な浮き石に特に注意する。異常箇所と

思われる所は写真撮影又はスケッチしておく。

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」、（特）は特記仕様書を示す
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（３）

工 種 ： 基礎工
名 称 ： 洗掘防止ﾏｯﾄ及び摩擦増大用ﾏｯﾄの敷設
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

敷設延長 マットの損傷、重ね合わせ状況
内 容 重ね幅 アンカーの取付け状況、継手の

敷設位置 状況、敷設マットの見通し

時 期 敷設完了後 左に同じ

敷設位置：全体の20％以上とする
重 ね 幅：全体の20％以上とする

密 度 敷設延長：マットの中心を区間毎及び 全般
全長

敷設位置：１０cm
単 位 重ね幅 ： １cm

敷設延長：１０cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

重ね幅
(1)ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ 50cm以上
(2)繊維系ﾏｯﾄ 50cm以上
(3)合成樹脂系ﾏｯﾄ 30cm以上
(4)ｺﾞﾑﾏｯﾄ 50cm以上

許容範囲 敷設延長
＋規定しない、－10cm

敷設位置
（特）による

[注]（共）第1編5-6-3（出）4-2

マットの重ね合わせ不足、破損個所がある場合は調査
判断基準 職員の指示を受ける。

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチして
おく。

備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」、（特）は特記仕様書を示す
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（４）

工 種 ： 基礎工
名 称 ： 基礎捨石・捨石均し
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

天端幅 石の分布状況及び安定性
内 容 延長 均し面の状況

時 期 投入完了後(暫定投入等の場合)､均し完了後 左に同じ

天端幅：全体の20％以上とする
延長：法線上又は調査職員の指示に

密 度 よる 全般

単 位 10cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

１．基礎捨石（均しを行わない面）
天端幅、延長 （特）

２．基礎捨石均し
(1)天端幅 +規定しない,-10cm
(2)延 長 +規定しない,-10cm

許容範囲 [注]（共）第1編5-6-4（出）4-3

石が互いに３点以上接していること

判断基準 大小の石が適当にかみ合っていること

不安定な浮き石がないかの確認。

基礎捨石は、暫定投入等の場合に適用 不陸、かみ合わせに注意
突起物、転石の確認

備 考 法面の不安定な浮き石に特に注意する。異常箇所と
思われる所は写真撮影又はスケッチしておく。

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」、（特）は特記仕様書を示す
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（５）

工 種 ： 基礎工
名 称 ： 基礎ブロック据付
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

法線に対する出入 ブロック破損等の有無
内 容 隣接ﾌﾞﾛｯｸとの間隔

延長

時 期 据付後 左に同じ

法線に対する出入：全体の20％以上
とする

密 度 隣接ﾌﾞﾛｯｸとの間隔：全体の20％以上 全般
とする

延長：法線上（最上段のみ）

単 位 1cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視、バカ棒
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

法線に対する出入：±5cm

隣接ﾌﾞﾛｯｸとの間隔

ブロック（方塊） 3cm以下
許容範囲

[注]（共）第1編5-6-6（出）4-4

判断基準

ブロック（方塊）の水中部について測
定する 破損箇所は写真撮影又はスケッチしておく。

備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」を示す
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（６）

工 種 ： 本体工（ケーソン式）
名 称 ： ケーソン進水据付
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

ケーソンの異常の有無
内 容 据付目地間隔 マウンドの性状の確認

時 期 据付後 左に同じ

密 度 各函 左に同じ

単 位 1cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

据付目地間隔
防波堤
ケーソン質量2,000t未満 20cm以下
ケーソン質量2,000t以上 30cm以下

許容範囲 岸 壁
ケーソン質量2,000t未満 10cm以下
ケーソン質量2,000t以上 20cm以下

[注]（共）第1編5-7-3（出）5-2

判断基準

ケーソン天端が水中部の場合に測定す マウンドの破損、沈下に留意
る

備 考 ケーソンの破損箇所は、写真撮影又はスケッチして
おく。

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」を示す
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（７）

工 種 ： 本体工（ブロック式）
名 称 ： 本体ブロック据付
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

法線に対する出入 ブロック破損等の有無
内 容 隣接ブロックとの間隔 マウンドの性状の確認

延長

時 期 据付後 左に同じ

法線に対する出入：全体の20％以上
とする

密 度 隣接ブロックとの間隔：全体の 全般
20％以上とする

延長：法線上（最上段のみ）

単 位 1cm

使用機器 スチールテープ等 目視、バカ棒
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

法線に対する出入：±5cm

隣接ブロックとの間隔
Ｌ型ブロック、セルラーブロック

5cm以下
許容範囲 直立消波ブロック、ブロック（方塊）

3cm以下

[注]（共）第1編5-8-3（出）6-2

判断基準

Ｌ型ブロック、セルラーブロック、直 マウンドの破損、沈下に留意
立消波ブロック及びブロック（方塊） 異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチして
の水中部について測定する おく。

備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」を示す
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（８）

工 種 ： 本体工（場所打式）
名 称 ： 水中ｺﾝｸﾘｰﾄ、ﾌﾟﾚﾊﾟｯｸﾄﾞｺﾝｸﾘｰﾄ及び水中不分離性コンクリートの施工
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

法線に対する出入 コンクリートの破損、変形等
内 容

天端幅、延長

時 期 型枠脱型後 左に同じ

法線に対する出入：全体の20％以上とする又
は1打設ごと

密 度 天端幅:全体の20％以上とする又は1 適 宜
打設ごと

延 長:法線上

単 位 1cm

使用機器 スチールテープ等 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

法線に対する出入：
±5cm又は（特） …防波堤

±3cm …岸壁
天端幅：
天端幅10m以下 ±3cm

許容範囲 10m超 +5cm,-3cm …防波堤
±2cm …岸壁

延 長：+規定しない,-0
注]（共）第1編5-9-3～5（出）7-2～4

基礎工に水中コンクリートが確実に定着しているかの
判断基準 確認。

天端が水中の場合に適用 ｺﾝｸﾘｰﾄに豆板の発生の有無
脱型時の本体の破損
本体のはらみ状況

備 考 水中コンクリートの施工不良箇所は写真撮影又は
スケッチしておく。

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」を示す
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（９）

工 種 ： 本体工（捨石・捨ブロック式）
名 称 ： 洗掘防止ﾏｯﾄの敷設
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

敷設延長 マットの損傷、重ね合わせ状況
内 容 重ね幅 アンカーの取付け状況、継手の

敷設位置 状況、敷設マットの見通し

時 期 敷設完了後 左に同じ

敷設位置：全体の20％以上とする
重 ね 幅：全体の20％以上とする

密 度 敷設延長：マットの中心を区間毎及び 全般
全長

敷設位置：１０cm
単 位 重ね幅 ： １cm

敷設延長：１０cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

重ね幅
(1)ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ 50cm以上
(2)繊維系ﾏｯﾄ 50cm以上
(3)合成樹脂系ﾏｯﾄ 30cm以上
(4)ｺﾞﾑﾏｯﾄ 50cm以上

許容範囲 敷設延長
＋規定しない、－10cm

敷設位置
（特）による

[注]（共）第1編5-10-2（出）8-1

マットの重合わせ不足、破損個所がある場合は調査職
判断基準 員の指示を受ける。

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチして
おく。

備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」、（特）は特記仕様書を示す
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（１０）

工 種 ： 本体工（捨石・捨ブロック式）
名 称 ： 本体捨石均し
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

天端幅 石の分布状況及び安定性
内 容 延長 均し面の状況

時 期 投入完了後(暫定投入等の場合)､均し完了後 左に同じ

天端幅：全体の20％以上とする
延長：法線上又は調査職員の指示によ

密 度 る 全般

単 位 10cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

１．本体捨石（均しを行わない面）
天端幅、延長 （特）

２．本体捨石均し
(1)天端幅 +規定しない,-10cm
(2)延 長 +規定しない,-10cm

許容範囲 [注]（共）第1編5-10-3（出）8-2

石が互いに３点以上接している
判断基準 こと

大小の石が適当にかみ合ってい
ること
不安定な浮き石がないかの確
認。

本体捨石は、暫定投入等の場合に適用 不陸、かみ合わせに注意
突起物、転石の確認

備 考 法面の不安定な浮き石に特に注意する。異常箇所と
思われる所は写真撮影又はスケッチしておく。

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」、（特）は特記仕様書を示す
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（１１）

工 種 ： 本体工（捨石・捨ブロック式）
名 称 ： 捨ブロック据付
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

法線に対する出入 ブロック破損等の有無
内 容 隣接ﾌﾞﾛｯｸとの間隔

延長

時 期 据付後 左に同じ

法線に対する出入：全体の20％以上
とする

密 度 隣接ﾌﾞﾛｯｸとの間隔：全体の20％以上 全般
とする

延長：法線上（最上段のみ）

単 位 1cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視、バカ棒
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

法線に対する出入：±5cm

隣接ﾌﾞﾛｯｸとの間隔
ブロック（方塊） 3cm以下

許容範囲
[注]（共）第1編5-10-4（出）8-3

判断基準

ブロック（方塊）の水中部について測 マウンドの破損、沈下に留意
定する 異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチして

おく。
備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」を示す
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（１２）

工 種 ： 本体工（鋼矢板式）
名 称 ： 鋼矢板・鋼管矢板の打込み
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

継手の損傷離脱
内 容 矢板の損傷（変形、座屈等）

時 期 打込完了後、前面浚渫完了後

密 度 全 般

単 位

使用機器 目視、必要に応じスチールテー
及び方法 プ、ノギス、水中カメラ

結 潜水士の 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法
理

許容範囲

矢板前面の水深に異常が無いかも確認しておく。
判断基準

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
ておく。

備 考
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（１３）

工 種 ： 被覆・根固工
名 称 ： 被覆石・被覆均し
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

天端幅 石の分布状況及び安定性
内 容 延長 均し面の状況

時 期 投入完了後（暫定投入の場合）、均し完了後 左に同じ

天端幅：全体の20％以上とする
延長：天端中心上又は調査職員の 全般

密 度 指示による

単 位 10cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

１．被覆石（均しを行わない面）
天端面 （特）

２．被覆均し
(1)天端幅 +規定しない,-20cm
(2)延 長 +規定しない,-20cm

許容範囲 [注]（共）第1編5-15-2（出）13-1

石が互いに３点以上接している
判断基準 こと

大小の石が適当にかみ合ってい
ること 転石の確認
不安定な浮き石がないかの確
認。

被覆石は、暫定投入の場合に適用 法面の不安定な浮き石に特に注意する。異常箇所と
思われる所は写真撮影又はスケッチしておく。

備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」、（特）は特記仕様書を示す
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（１４）

工 種 ： 被覆・根固工
名 称 ： 被覆・根固ブロック据付
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

据付位置及び個数の確認
内 容 延長 隣接ﾌﾞﾛｯｸとの間隔及び高低差

ブロックの安定性、損傷

時 期 据付後 左に同じ

密 度 延長：法線上（最上段のみ） 全般

単 位 1cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視、バカ棒
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

許容範囲

判断基準

破損箇所は写真撮影又はスケッチしておく。

備 考
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（１５）

工 種 ： 付属工
名 称 ： 電気防食、FRPﾓﾙﾀﾙ被覆、ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆、ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆、防食塗装
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

取付け位置及び個数の確認
内 容 固定状況の確認

塗装のはがれ､傷､ｺﾝｸﾘｰﾄｸﾗｯｸ等

時 期 施工完了後

密 度 全 般

単 位

使用機器 目視、ハンマー
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法
理

許容範囲

判断基準

取付け不良と思われる箇所は、取付け周辺を小型
ハンマーでたたいてみる。
異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし

備 考 ておく。
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（１６）

工 種 ： 消波工
名 称 ： 洗掘防止ﾏｯﾄの敷設
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

敷設延長 マットの損傷、重ね合わせ状況
内 容 重ね幅 アンカーの取付け状況、継手の

敷設位置 状況、敷設マットの見通し

時 期 敷設完了後 左に同じ

敷設位置：全体の20％以上とする
重 ね 幅：全体の20％以上とする

密 度 敷設延長：マットの中心を区間毎及び 全般
全長

敷設位置：１０cm
単 位 重ね幅 ： １cm

敷設延長：１０cm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

重ね幅
(1)ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ 50cm以上
(2)繊維系ﾏｯﾄ 50cm以上
(3)合成樹脂系ﾏｯﾄ 30cm以上
(4)ｺﾞﾑﾏｯﾄ 50cm以上

許容範囲 敷設延長
＋規定しない、－10cm

敷設位置
（特）による

[注]（共）第1編5-18-2（出）16-1

マットの重合わせ不足、破損個所がある場合は調査職
判断基準 員の指示を受ける。

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
ておく。

備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」、（特）は特記仕様書を示す
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（１７）

工 種 ： 消波工
名 称 ： 消波ブロック据付
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

所定の断面に据付けられているか確認

内 容 ブロックのかみ合せ
破損ブロックの有無

時 期 据付後

密 度 全般

単 位

使用機器 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法
理

許容範囲

不安定なブロックの有無。
判断基準 据付け法尻法線の出入りの観察。

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
ておく。
写真撮影の指示は撮影方向についても確認する。

備 考
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（１８）

工 種 ： 裏込・裏埋工
名 称 ： 防砂目地板の取付
業務内容 ： 取付状況等の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

目地材の取付状況
内 容 目地材の損傷

時 期 取付完了後

密 度 全箇所

単 位

使用機器 目視、スチールテープ、折尺
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法
理

許容範囲

取付ビットが確実に打ち込まれているか、目地板のた
判断基準 るみ、蛇行の有無。

水中部について適用
破損箇所は、写真撮影又はスケッチしておく。

備 考
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（１９）

工 種 ： 裏込・裏埋工
名 称 ： 裏込均し
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

天端幅
内 容 延長 均し面の状況

時 期 均し完了後 左に同じ

天端幅：全体の20％以上とする
延長：天端中心又は調査職員の指示に

密 度 よる 全般

単 位 10cm

使用機器 スチールテープ等 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

(1)天端幅 +規定しない,-10cm

(2)延 長 +規定しない,-10cm

許容範囲 [注]（共）第1編5-19-2（出）17-1

浮き石等の不安定な石の確認。
判断基準

水中部に適用 不陸、突起物、転石の確認

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
備 考 ておく。

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」を示す
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（２０）

工 種 ： 裏込・裏埋工
名 称 ： 吸出し防止材の敷設
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

マットの損傷、重ね合わせ状況
内 容 重ね幅 マットの法尻端部の処理状況

継手部分の状況

時 期 敷設完了後 左に同じ

密 度 重ね幅：全体の20％以上とする 全般

単 位 重ね幅 ： １cm

使用機器 スチールテープ等、間縄、折尺 目視、バカ棒
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

重ね幅
(1)ｱｽﾌｧﾙﾄﾏｯﾄ 50cm以上

(2)繊維系ﾏｯﾄ 50cm以上

許容範囲 (3)合成樹脂系ﾏｯﾄ 30cm以上

(4)ｺﾞﾑﾏｯﾄ 50cm以上

[注]（共）第1編5-19-2（出）17-1

判断基準

備 考

[注]（共）は港湾工事共通仕様書、（出）は「港湾工事出来形管理基準」を示す
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（２１）

工 種 ： 維持補修工
名 称 ： 電気防食、FRPﾓﾙﾀﾙ被覆、ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆、ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆、防食塗装
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

取付け位置及び個数の確認
内 容 固定状況の確認

塗装のはがれ､傷､ｺﾝｸﾘｰﾄｸﾗｯｸ等

時 期 施工完了後

密 度 全 般

単 位

使用機器 目視、ハンマー
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法
理

許容範囲

判断基準

取付け不良と思われる箇所は、取付け周辺を小型
ハンマーでたたいてみる。

備 考 異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
ておく。
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（２２）

工 種 ： 仮設工
名 称 ： 仮設鋼矢板・鋼管矢板の打込み
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

継手の損傷離脱
内 容 矢板の損傷（変形、座屈等）

時 期 打込完了後、前面浚渫完了後

密 度 全 般

単 位

使用機器 目視、必要に応じスチールテー
及び方法 プ、ノギス、水中カメラ

結 潜水士の 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法
理

許容範囲

矢板前面の水深に異常が無いかも確認しておく。
判断基準

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
ておく。

備 考
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（２３）

工 種 ： 雑工
名 称 ： 被覆・スタッド溶接（水中）
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

形状寸法
内 容 溶接外観

（のど厚、脚長、溶接長）

時 期 溶接完了後 左に同じ

密 度 形状寸法：全体の20％以上とする 全数

のど厚、脚長：1mm
単 位

溶接長：1cm

使用機器 スチールテープ等、ノギス、溶接ゲー 目視、ハンマー
及び方法 ジ、折尺 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

形状寸法（のど厚、脚長、溶接長）：
（特）による

注]（共）第1編5-26-2（出）24-1

許容範囲

溶接肉盛が不足していないかの確認。
判断基準

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
ておく。

備 考
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（２４）

工 種 ： 雑工
名 称 ： 水中切断
業務内容 ： 出来形の確認

確 認 方 法
項 目

測 定 観 察

切断の位置
内 容 外観（切断面）

形状寸法

時 期 切断完了後 左に同じ

切断の位置：全体の20％以上とする
密 度 全数

形状寸法：全体の20％以上とする

切断の位置：1cm
単 位

形状寸法：1mm

使用機器 スチールテープ等、折尺 目視
及び方法 必要に応じ水中カメラ、ビデオ

結 潜水士の 測定値をメモ 口頭
果 報告方法 必要に応じスケッチ、写真
の
整 整理方法 測定表及び測定図
理

形状寸法：（特）による

注]（共）第1編5-26-3（出）24-2

許容範囲

余分な溶断箇所がないか確認する。
判断基準

撤去工事による切断の場合は、調査職 指定箇所以外の溶断箇所は写真撮影しておく。
員の指示による。

異常箇所と思われる所は写真撮影又はスケッチし
備 考 ておく。



２．水中部施工状況調査の報告書作成手引き



水中部施工状況調査報告書様式

　　　　　年　　　月　　　日

　（使用機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　〔□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

調査内容

検査結果

整理番号

調査年月日

調　 査　 員名　　称工　　　種

調査件名 調査対象工事件名
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　Ｈ○○年○○月○○日

　海上地盤改良工（置換砂工） 　置換え（浮泥有無の確認） 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、バカ棒　）

１．浮泥有無の確認調査を全体観察により行った結果、先端斜め方向からの浮泥の流入があったので、下図に示した。

２．浮泥箇所以外の所は、下記のとおり。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例） 起点からの距離30.50m

概算　約１８０ｍ
3

注　：　調査の指定箇所は別記。

　○○港○○岸壁地盤改良工事

幅

ｌ2    6.25m

ｌ1　13.50m

L　60.30m

調査内容

距　離

調査件名

工　　　種

整理番号 １

調査年月日

調　 査　 員

調査対象工事件名

名　　称

厚さ

検査結果

d5　50cm

d4　60cm

d3　50cm

d2　70cm

d1　30cm

b2　26.30m

b1　12.10m

ｌ3　15.70m

縦 断 図

置 換 砂

起点からの距離 Ｌ

横
断

図

ｄ
2

ｄ
1

ｄ
3

平 面 図

法線

浮泥流入方向ｌ1

ｌ２

ｌ３

●

ｄ4

●

ｄ5

●

ｄ1

●

ｄ2

ｄ３
●

ｂ
1

ｂ
2
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港防波堤築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　基礎工 　洗掘防止マット（合成樹脂系）　　敷設 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、折尺、水中カメラ　）

１．マットの敷設状態全体を観察した結果、破損箇所等の異常はありません。

２．指示箇所の測定結果は下記のとおり。

　〔　　写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

Ａ区間

42.20
m

B区間

79.10
m

○○．○○m

注）　敷設位置マットNo.設計測線と関連づけて記入、重ね幅の記入は調査職員の指示による。

　　　 延長は、測定区間、マット区間、全長を関連づけて記入。

マットＮｏ

１４

１３

検査結果

整理番号 ２

調査年月日

　４

調　 査　 員

調査対象工事件名

名　　称

調査件名

工　　　種

測　　定　　結　　果

調査内容

１８

延　　長

全長

１７

敷設位置

基点より○○m

重　ね　幅

　９

　８

　５

32cm 33cm

① ②

33

33

34

34

35

32

敷設位置：設計測線とマットNO.との関連を記入

敷設延長：マットの中心を区間毎及び全長を記入
重 ね 幅： ①及び②

A 区 間
基点

からの
距離 ①

②

ﾏｯﾄNo

１ ２

No＿

３

全 長

B 区 間重ね幅②

重ね幅①

４ ５ ６

①

②

①
②

７

８

９

１０

１１

法線

設
置

位
置

設
置

位
置

１２１３１４１５１６１７１８
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港防波堤築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　基礎工 　捨石均し 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、水中カメラ　）

１．捨石均し面全体を観察した結果、異常箇所はありません。

２．基礎天端幅及び本均し幅の測定結果は下記のとおり。

　〔　　写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

起点よりの距離　　○○ｍ

注）　起点からの関連づけを記入。均し面の高さの基準点及び測定点は、

　　　調査職員の指示による。

３

調査年月日

調　 査　 員

調査対象工事件名

名　　称

整理番号

13.20m17.75m

調査件名

工　　　種

調査内容

検査結果

⑨ 17.68m

⑦

⑤

③

測　　定　　結　　果

17.66m

17.62m

測線Ｎｏ
天　端　幅 本均し幅

13.18m

法線

本均し幅

断面図

基礎捨石

起点よりの距離

縦 断 図

延 長 80.30m

基礎捨石

Ｎ
ｏ

．
１

Ｎ
ｏ

．
２

Ｎ
ｏ

．
③

Ｎ
ｏ

．
４

Ｎ
ｏ

．
⑤

Ｎ
ｏ

．
６

Ｎ
ｏ

．
⑦

N
ｏ

．
８

Ｎ
ｏ

．
⑨

2
.3

0
m

2
.2

5
m

2
.2

5
m

2
.2

3
m

平 面 図

法線

基
線

6
.5

5
m

6
.6

5
m

6
.6

5
m

6
.5

3
m

8
.8

2
m

8
.8

0
m

8
.8

3
m

8
.8

5
m
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港防波堤築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　本体工（ケーソン式） 　ケーソン据付 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ　）

１．ケーソンの据付け状況は、マウンドの性状も含めて異常はありません。

２．ケーソンの異常（破損箇所等）はありません。

３．ケーソンの据付目地間隔の測定結果は下図のとおり。

　〔　□写　　真　　　スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

ｃｍ

　　※　ケーソン質量：２，６５０ｔ

注：　ケーソン据付の法線の出入値測定は、調査職員の指示による。

5.3

据付目地間隔

測定位置

12.3

9.6

測定値

5.6

ＮＯ．２

ＮＯ．３
②

①

②

①

検査結果

ケーソン

ＮＯ

ＮＯ．１

調　 査　 員

調査内容

調査年月日

工　　　種 名　　称

調査件名 調査対象工事件名

整理番号 ４

法線

（港外）

（港内）
平 面 図

起点

ケーソンＮｏ．１ ケーソンＮｏ．２ ケーソンＮｏ．３

①

②
②

①
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港護岸築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　本体工（ブロック式） 　本体ブロック据付 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、折尺　）

１．ブロックの据付け状況は、マウンドの性状も含めて異常ありません。

２．ブロックの破損箇所もありません。

３．法線に対する出入り、据付目地間隔の測定結果は下図のとおり。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

Ａ-35-3- ロ ｃｍ 2 ｃｍ

〃 36-3- イ 3

〃 38-3- ロ 3

〃 39-3- イ 2

Ｂ-35-2- ロ 2

〃 36-2- イ 3

〃 38-2- ロ 2

〃 39-2- イ 1

注：　Ｃブロックの法線の出入値は、調査職員の指示による。（陸側）

⑧20

工　　　種

調査内容

検査結果

ａ

ブロックＮｏ 法線の出入値

調査件名

⑦

23

43

42

調査対象工事件名

名　　称

測定値測定箇所

ｂ

42

①

②

⑥

⑤

41

19

22

④

③

整理番号 ５

調査年月日

調　 査　 員

① ② 平 面 図 ③ ④

N
o
.3

8

N
o
.3

5

No.35

法線

No.34 No.36 No.37 No.38

Cﾌﾞﾛｯｸ

No.35-1 No.36-1 No.37-1 No.38-1 No.39-1

No.35-1 No.36-1 No.37-1 No.38-1 No.39-1 No.40-1

Bﾌﾞﾛｯｸ

Aﾌﾞﾛｯｸ

39-2 40-3

40-2

⑤

N
o
.3

4
.5

⑥

⑦

N
o
.3

9
.5

⑧

ﾌﾞﾛｯｸ 据付

凡 例

法線
イ ロ イ ロ

C
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ

断
面

図

ａ ｂ

設
計

値
4
0
c
m

設
計

値
2
0
c
m

B
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ

A
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ

B
-
1

B
-
2

A
-
1

A
-
2

A
-
3

（海側）

（陸側）
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港護岸築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　本体工（場所打式） 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ　）

１．水中コンクリート打設状況全体を観察した結果、基礎捨石との定着は良好で、モルタル漏れ箇所もありません。

２．法線に対する出入り、据付目地間隔の測定結果は下記のとおり。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

起点よりの距離　○．○○ｍ

（単位：ｃｍ）

① ② ③ ④

7.5 8.0

6.5 4.5

675 674

677 679

注）　起点からの関連づけを記入。基準点及び測定点は、

　　　調査職員の指示による。

延長天端幅

3,016
1

2

2.5

5.6

整理番号

法線に対する出入

名　　称 調　 査　 員

調査内容

　水中ｺﾝｸﾘｰﾄ及び、ﾌﾟﾚﾊﾟｯｸﾄﾞｺﾝｸﾘｰﾄ及び水中不分離性ｺﾝｸﾘｰﾄの施工

目地間隔

調査件名 調査対象工事件名 調査年月日

ロイ

5.2

3.4

検査結果

工　　　種

1

2

ＮＯ

６

ロ

①

イ

法線
既
設
構
造
物

起点

平 面 図

起点よりの
距離 延 長

ロ

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２イ

② ③
④

本
体

工
（
場

所
打

式
）

水
中

コ
ン

ク
リ

ー
ト

法
線

断
面

図

-
1
.0

0

-
4
.2

0
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港岸壁築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　本体工（鋼矢板式） 　鋼矢板・鋼管矢板の打込み 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、水中カメラ　）

１．鋼管矢板（浚渫、床掘）打設状況を６３本全数について目視観測した結果、損傷箇所はありません。

２．鋼管矢板打設番号１、２、３と２４、２５、２６、２７の鋼管間隔が設計値を５mm程度超えていたので、前面及び背面から写真撮影を行った結果、

　　損傷及び爪の離脱はありません。

３．写真撮影箇所は下図のとおり。

　〔　　写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

注：　継手部の離脱については、調査職員の指示による。

　

名　　称

検査結果

工　　　種

整理番号 ７

調査件名 調査対象工事件名 調査年月日

調査内容

調　 査　 員

L.W.L

-15.6m

起点よりの距離 ○○ｍ

（背面）

（前面）

既設鋼管矢板

１

￥￥￥￥￥￥

５

￥￥￥

10

￥￥￥￥￥￥

15

￥￥￥

20

￥￥￥￥

25

￥￥￥￥￥

30

￥￥￥￥￥

35

￥￥￥￥￥

40

￥￥￥￥￥

45

￥￥￥￥￥

50

￥￥￥￥￥

55

￥￥￥￥￥

60

￥￥￥

63

+1.20m

調査範囲 （鋼管矢板６３本）

平 面 図

縦 断 図

凡 例

写真撮影箇所
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港防波堤築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　被覆・根固め工 　被覆均し 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、水中カメラ　）

１．被覆石均し面全体を観察した結果、異常箇所はありません。（石の分布、不安定な石）

　〔　　写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

起点よりの距離　　○○．○○ｍ

注）　起点からの関連づけを記入。均し面の高さの基準点及び測定点は、

　　　調査職員の指示による。

調査件名

工　　　種

Ｎｏ．８６

整理番号 ８

調査年月日

調　 査　 員

調査対象工事件名

名　　称

調査内容

検査結果

5.52

天端幅（ｍ）

5.56

測定項目

Ｎｏ．８４

被
覆

石
均

し
（
港

内
）

（
港

外
）

法
線

ケ
ー

ソ
ン

基
礎

捨
石

断
面

図

①
②

③
(3

.0
0
)

(5
.0

0
)

-
1
4
.5

m
-
1
6
.0

m 1
:2

（港内）

（港外）

法線

基礎捨石

基礎捨石

被覆石均し

平 面 図

ケーソン Ｎｏ.14 ケーソン Ｎｏ.13 ケーソン Ｎｏ.12

起点よりの距離

N
o
.8

6

N
o
.8

4

災害、手戻り防止ﾌﾞﾛｯｸ

根固ﾌﾞﾛｯｸ
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港防波堤築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　被覆・根固工 　被覆・根固ブロック据付 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、折尺、水中カメラ　）

１．根固めブロック据付けの全体を観察した結果、据付位置及び個数確認、間隔及び高低差共に良好であった。

２．根固めブロックの安定性は良好、損傷箇所はありません。

３．指示箇所の測定結果は下記のとおり。

　〔　　写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

起点よりの距離　　○○．○○ｍ

（単位：ｍ）

港外側 ２３個

港内側 １４個

合計 ３７個

方塊形状

　　　Ｂ　　　 Ｌ　　　Ｈ

４．５×３．０×１．５

４１．７ｔ／個

注）　起点からの関連づけを記入。

調査内容

検査結果

Ｌ１

42.00

40.50

42.20

調査対象工事件名

９

調査年月日

調　 査　 員名　　称

調査件名

整理番号

40.65

42.30

据　　付　　管　　理　　表

工　　　種

+0.15

差設計値

42.00

Ｌ２

実測値

Ｌ３ +0.20

+0.30

（
港

内
）

（
港

外
）

法
線

ケ
ー

ソ
ン

基
礎

捨
石

断
面

図

-
1
4
.5

m
-
1
6
.0

m
1
:2

根
固

ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ

（港内）

（港外）

法線

N
o
.○

○

災害、手戻り
防止ﾌﾞﾛｯｸ

根固ﾌﾞﾛｯｸ

L３

ケーソン Ｎｏ.14 ケーソン Ｎｏ.13 ケーソン Ｎｏ.12

起点よりの距離

平 面 図

根固ﾌﾞﾛｯｸ

L２

L１
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港岸壁築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　付属工 　潜水　太郎

　（使用機器：　ハンマー、水中カメラ　）

１．電気防食のアルミニウム合金取付－３ｍ、－７ｍ、－１１ｍ、各々１０個計６０個について、取付位置及び固定状況の確認結果は、取付位置、

 溶接とも正確に取付けられていた。

２．指定された写真撮影①～⑥については、－１１ｍの所は特に濁りがあり、フラッシュ写真撮影を行った。

　〔　　写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

　

調査件名

工　　　種

調査内容

検査結果

整理番号 １０

調査対象工事件名 調査年月日

名　　称 調　 査　 員　電気防食､FRPﾓﾙﾀﾙ被覆､ﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ被覆､ｺﾝｸﾘｰﾄ被覆､防食塗装

-32.6

鋼管矢板 φ1,000×10t

岸壁（-14m)
平 面 図

（陸側）

（海側）

岸壁法線

+0.20

-3.00

-7.00

-11.00

写真撮影箇所番号 アルミニウム合金陽極

-37.0

-14.3

正 面 図

基礎捨石（10～200kg／個）

①

②

③

④

⑤

⑥
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港防波堤築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　消波工 　消波ブロック据付　　テトラポッド（80ｔ型） 　潜水　太郎

　（使用機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．調査範囲、Ｎｏ２４～Ｎｏ２９

２．テトラポッドの据付状況を目視観察した結果、据付位置、かみ合わせ状態は良好で、破損したテトラポッドも無く良好であった。

３．目視の観察範囲は下図に示した。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

所定の位置に据付けられていた。

ブロックの噛かみ合わせは良い。

破損したブロックは見られない。

注：　調査の指定箇所は別記

調査内容

検査結果

（目視観察結果）

１１

調査年月日

調　 査　 員

調査対象工事件名

名　　称

整理番号

調査件名

工　　　種

テトラポッド据付（80t型）

防波堤法線

ｹｰｿﾝ
No.22 No.23 No.24 No.25 No.26 No.27 No.28

（港内）

（港外）

N
o
.2

4

起点 平 面 図 災害、手戻り防止ブロック

ﾋﾞｰﾊｲﾌﾞ
(8t型）

ﾋﾞｰﾊｲﾌﾞ（20t型）

N
o
.2

9

今回調査箇所

（
港

内
）

ケ
ー

ソ
ン

（
港

外
）

ﾋ
ﾞｰ

ﾊ
ｲ
ﾌ
ﾞ

(2
0
t型

)

法
線

基
礎

捨
石

断
面

図

ﾃ
ﾄﾗ

ﾎ
ﾟｯ

ﾄﾞ
(8

0
t型

)

38



水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港岸壁築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　裏込・裏埋工 　防砂目地板の取付 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ　）

１．防砂目地板の取付状況は、目視観測の結果、目地板材の破損箇所も無く良好であった。

２．目地板材の取付位置、固定ピン、固定金具の取付状況も設計図どおりであった。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

工　　　種 名　　称 調　 査　 員

調査内容

整理番号

調査件名 調査対象工事件名 調査年月日

１２

検査結果

中詰砂

断 面 図

6.80 4.20

ｽﾘｯﾄ
ｹｰｿﾝ-4.00

-12.00

基礎捨石

摩擦増大用ﾏｯﾄ

-12.30

裏込石

-6.00

防砂目地板の取付
幅１．５ｍ

＜陸側＞

標 準 函

防砂目地板調査平面図

法線

＜海側＞

-12.0

-12.31:2

1:2
-7.2

既設ケーソン標 準 函標 準 函

凡例：

▼ 防砂目地板調査箇所
（１～３は調査上の防砂目地板Ｎｏ．）

N
o
.7

2
.0

N
o
.3

6
.0

１ ２ ３

既設ｹｰｿﾝ
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　平成○○年度○○港岸壁築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　裏込・裏埋工 　裏込均し 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ　）

１．裏込石全体の均し状況を目視観察した結果、不安定な石、突起石は無く石のかみ合わせも良く安定していた。

２．指示箇所の計測結果は下図のとおり。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

単位：ｍ

注）　起点からの関連づけを記入。均し面の高さの基準点及び測定点は、

　　　調査職員の指示による。

検査結果

ＮＯ

測　線

整理番号

調　 査　 員

調査内容

延　　長天　端　幅

工　　　種 名　　称

１３

調査件名 調査対象工事件名 調査年月日

③

④

⑤

３．５６

３．５８

３．５５

３．６０

①

②

３．５６

３９．３０

測定の結果

Ｎｏ．２３

ケーソン

Ｎｏ．２４ Ｎｏ．２５ Ｎｏ．２６

法線

平 面 図

裏込石

裏込石

① ② ③
④ ⑤

延長

6.00

起点よりの距離
○○ｍ

裏
込

石

ケ
ー

ソ
ン

基
礎

捨
石

断
面

図

-
1
2
.5

+
2
.5

0

-
5
.0

0
天

端
幅

裏
込

均
し
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　○○港岸壁築造工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　裏込・裏埋工 　吸出し防止材の敷設 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、折尺　）

１．吸出し防止材敷設全体を目視観察した結果、取付け状況は良好で破損箇所も見あたらなかった。

２．指示された吸出し防止材の重ね幅測定値は下図のとおり。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

防砂シートの重ね幅測定値

50 cm 50 cm 50 cm
50 cm 50 cm 50 cm
50 cm 50 cm 50 cm
50 cm 50 cm 50 cm
50 cm 50 cm 50 cm
50 cm 50 cm 50 cm
50 cm 50 cm 50 cm

注）　起点からの関連づけを記入。

　

整理番号 １４

調査件名 調査対象工事件名 調査年月日

工　　　種 名　　称 調　 査　 員

調査内容

検査結果

③②①

ＮＯ．　８０
ＮＯ．　６０
ＮＯ．　４０

ＮＯ．１６０
ＮＯ．１４０
ＮＯ．１２０
ＮＯ．１００

③

断 面 図

ケーソン

基礎捨石

裏 込 石

①

②

法線

（海側）

（陸側）

平 面 図

N
o
.1

6
0

N
o
.1

4
0

N
o
.1

2
0

N
o
.1

0
0

N
o
.8

0

N
o
.6

0

N
o
.4

0

起点よりの距離
○○m
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 　平成○○年度○○港○○岸壁補修工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　雑工 　被覆・スタッド溶接（水中） 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ、ハンマー　）

１．鋼矢板の補修箇所の計測及び溶接長、溶接肉厚ともに正確に施工していた。

２．測定結果は下図のとおり。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

単位：ｍｍ

注：　起点からの距離は調査職員の指示による。

②

整理番号 １５

調査件名 調査対象工事件名 調査年月日

工　　　種 名　　称 調　 査　 員

②

③

④

①

調査内容

検査結果

ＮＯ
測定
箇所

５

６

のど厚

６

６

６

①

③

長さ

測定の結果

７ ６ 205

脚長

５ 1,206

７ ５ 1,210

５ 210

７ ６ 410

５ 1,210

６ ５ 1,212

５ 406④ ６

鋼板（幅20cm､長さ120cm､厚さ9mm）

鋼板（幅40cm､長さ120cm､厚さ9mm）

No.5
①

② ③

④

No.6
①

② ③

④

上部コンクリート

平 面 図
岸壁(-7.5m) （陸側）

（海側）+3.60m

L.W.L ±0.00m

鋼矢板補修箇所

-7.50m

2.03m

2.45m

正 面 図

鋼 矢 板
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水中部施工状況調査報告書記載例

　○○港水中部施工状況調査 ○○港○○岸壁補修工事 　Ｈ○○年○○月○○日

　雑工 　水中切断 　潜水　太郎

　（使用機器：　スチールテープ）

１．鋼管矢板５本の切断を目視観測した結果、正確に切断され、他の鋼管矢板に損傷はありません。

２．鋼管矢板５本の切断箇所の計測結果は下図のとおり。

　〔　□写　　真　□スケッチ　□ビデオ〕

　（記入例）

cm

整理番号 １６

調査件名 調査対象工事件名 調査年月日

700

699

工　　　種 名　　称 調　 査　 員

調査内容

検査結果

測点ＮＯ 切断位置

⑤ 701

①

② 700

701

③

④

切断拡大図

基準計画天端面

切断箇所の高さ

切断位置
7
.0

0
m

鋼

管

平 面 図

5

岸壁法線

1 2 3 4

-15.10

-5.00切断面

正 面 図

+2.00

鋼管矢板φ100mm､厚さ12mm
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３．参考資料
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［参考資料］

調査職員からの指示図例

ここでの指示図例は基本的事項を記載したものであり、現地調査での詳細な事項

は別途、調査職員から指示を受けること。



指示図－１
○○港○○岸壁地盤改良工事
　　　　　　　置換出来形測定図

指示事項

１、置換箇所全体の観察と浮泥有無の確認。

２、測線０２、０５の天端幅測定。

３、Lの距離測定。

縦 断 図

置 換 砂

起点からの距離
30.5m Ｌ＝○○○ｍ

-11.5m

-10.2

平 面 図

法線 C

L１＋０６

L１

R１

R１＋０６

０
１

０
２

０
３

０
４

０
５

０
６

０
６
＋
０
６

B
1
＝
○
○
ｍ

B
2
＝
○
○
ｍ

45



指示図－２
○○港防波堤築造工事

　　　　　洗掘防止マット敷設出来形図
指示事項

１、洗掘防止マット敷設１８枚の観察。

２、○印箇所の敷設幅測定及びA区間、
　　B区間延長の測定。

A 区 間

起点からの距離
○○ｍ

１ ２ ３

B 区 間

４ ５ ６ ７ ８

９

１０

１１

法線

１２１３１４１５

１６１７１８

洗掘防止マット敷設
○○ｍ×○○m×厚さ○mm

平 面 図
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指示図－３
○○港防波堤築造工事

　　　　　　基礎捨石均し出来形図
指示事項

１、捨石均し面全体（延長80.30m）の観察。

２、③、⑦の天端幅と本均し幅の測定。

３、⑤、⑨の天端幅の測定。

法線

本均し幅

断面図

基礎捨石

起点よりの距離

縦 断 図

延 長 80.30m

基礎捨石

Ｎ
ｏ
．
１

Ｎ
ｏ
．
２

Ｎ
ｏ
．
③

Ｎ
ｏ
．
４

Ｎ
ｏ
．
⑤

Ｎ
ｏ
．
６

Ｎ
ｏ
．
⑦

N
ｏ
．
８

Ｎ
ｏ
．
⑨

平 面 図

法線

基
線
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指示図－４
○○港防波堤築造工事

　　　　　ケーソン据付け出来形図
指示事項

１、ケーソン据付け状況の観察。（Ｎｏ．１～Ｎｏ．３）

２、ケーソン据付の目地間隔の測定。

－
○
○
ｍ

－
○
○
ｍ

基
礎
捨
石

断
面

図

平 面 図

法線

港内

港外

基礎捨石

① ①

② ②

Ｎｏ．３ Ｎｏ．２ Ｎｏ．１

48



指示図－５
○○港護岸築造工事

　　　　　本体ブロック据付け出来形図
指示事項

１、本体ブロック据付け全体の観察。

２、法線の出入り測定
　　（①～④のＡブロック及びＢブロック）

３、目地間隔の測定。（①～⑧）

① ② 平 面 図 ③ ④

N
o
.3
8

N
o
.3
5

No.35

法線

No.34 No.36 No.37 No.38

Cﾌﾞﾛｯｸ

No.35-1 No.36-1 No.37-1 No.38-1 No.39-1

No.35-1 No.36-1 No.37-1 No.38-1 No.39-1 No.40-1

Bﾌﾞﾛｯｸ

Aﾌﾞﾛｯｸ

39-2 40-3

40-2

⑤

N
o
.3
4
.5

⑥

⑦

N
o
.3
9
.5

⑧

ﾌﾞﾛｯｸ 据付

凡 例

法線
イ ロ イ ロ

C
ﾌ
ﾞﾛ
ｯ
ｸ

断
面

図

ａ ｂ

設
計
値
4
0
c
m

設
計
値
2
0
c
m

B
ﾌ
ﾞﾛ
ｯ
ｸ

A
ﾌ
ﾞﾛ
ｯ
ｸ

B
-
1

B
-
2

A
-
1

A
-
2

A
-
3

（海側）

（陸側）
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指示図－６
○○港護岸築造工事

　　　　　水中コンクリート出来形図
指示事項

１、水中コンクリート打設状況の観察。

２、Ｎｏ．１、Ｎｏ．２ブロックの法線出入り及び
　　延長と目地間隔の測定。

ロ

①

イ

法線
既
設
構
造
物

起点

平 面 図

起点よりの
距離 延 長

ロ

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２イ

② ③
④

本
体
工
（
場
所
打
式
）

水
中
コ
ン
ク
リ
ー
ト

法
線

断
面
図

-
1
.5
0

-
4
.2
0
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指示図－７
○○港○○岸壁築造工事

　　　　　鋼管矢板の打込み出来形図
指示事項

１、鋼管矢板打込み６３本の観察。

L.W.L

-15.6m

起点よりの距離 ○○ｍ

（背面）

（前面）

既設鋼管矢板

１

￥￥￥￥￥￥

５

￥￥￥

10

￥￥￥￥￥￥

15

￥￥￥

20

￥￥￥￥

25

￥￥￥￥￥

30

￥￥￥￥￥

35

￥￥￥￥￥

40

￥￥￥￥￥

45

￥￥￥￥￥

50

￥￥￥￥￥

55

￥￥￥￥￥

60

￥￥￥

63

+1.20m

調査範囲 （鋼管矢板６３本）

平 面 図

縦 断 図 凡例

調査範囲
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指示図－８
○○港防波堤築造工事

　　　　　被覆石均し出来形図
指示事項

１、被覆石均し面全体の観察。

２、Ｎｏ．８４、Ｎｏ．８４の天端幅の測定。

被
覆
石
均
し

（
港
外
）

（
港
内
）

法
線

ケ
ー
ソ
ン

基
礎
捨
石

断
面
図

●
●

●

(3
.0
0
)(
5
.0
0
)

-
1
4
.5
m

-
1
6
.0
m 1
:2

（港外）

（港内）

法線

基礎捨石

基礎捨石

被覆石均し

平 面 図

ケーソン Ｎｏ.14 ケーソン Ｎｏ.13 ケーソン Ｎｏ.12

起点よりの距離

N
o
.8
6

N
o
.8
4

災害、手戻り防止ﾌﾞﾛｯｸ

根固ﾌﾞﾛｯｸ

52



指示図－９
○○港防波堤築造工事

　　　　　根固ブロック据付出来形図
指示事項

１、根固ブロック据付全体の観察。

２、根固ブロック据付長さの測定。

（
港
内
）

（
港
外
）

法
線

ケ
ー
ソ
ン

基
礎
捨
石

断
面
図

-
1
4
.5
m

-
1
6
.0
m

1
:2

根
固
ﾌ
ﾞﾛ
ｯ
ｸ

（港内）

（港外）

法線

N
o
.○
○

災害、手戻り
防止ﾌﾞﾛｯｸ

根固ﾌﾞﾛｯｸ

L３

ケーソン Ｎｏ.14 ケーソン Ｎｏ.13 ケーソン Ｎｏ.12

起点よりの距離

平 面 図

根固ﾌﾞﾛｯｸ

L２

L１

53



指示図－１０
○○港○○岸壁築造工事

　　　　　電気防食（アルミニウム合金陽極）取付図
指示事項

１、アルミニウム合金陽極取付６０ヶ所の観察。

２、①～⑥の取付状況の写真撮影。

-32.6

鋼管矢板 φ1,000×10t

岸壁（-14m)
平 面 図

（陸側）

（海側）

岸壁法線

+0.20

-3.00

-7.00

-11.00

写真撮影箇所番号 アルミニウム合金陽極
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-14.3

正 面 図

基礎捨石（10～200kg／個）

①

②

③

④

⑤

⑥
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指示図－１１
○○港防波堤築造工事

　　　　　消波ブロック据付出来形図
指示事項

１、８０ｔ型テトラポッド据付全体の観察。
　　（測線Ｎｏ．２４～Ｎｏ．２９迄）

テトラポッド据付（80t型）
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指示図－１２
○○港○○岸壁築造工事
　　　　　防砂目地板調査図

指示事項

１、防砂目地板３ヶ所の観察。

中詰砂

断 面 図

6.80 4.20

ｽﾘｯﾄ
ｹｰｿﾝ-4.00

-12.00

基礎捨石

摩擦増大用ﾏｯﾄ
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裏込石
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防砂目地板の取付
幅１．５ｍ

＜陸側＞

標 準 函

防砂目地板調査平面図

法線

＜海側＞

-12.0

-12.31:2

1:2
-7.2

既設ケーソン標 準 函標 準 函

凡例：

▼ 防砂目地板調査箇所
（１～３は調査上の防砂目地板Ｎｏ．）
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既設ｹｰｿﾝ
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指示図－１３
○○港○○岸壁築造工事
　　　　　裏込均し出来形図

指示事項

１、裏込石均し面全体の観察。

２、①～⑤天端幅及び天端延長の測定。

Ｎｏ．２３
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指示図－１４
○○港○○岸壁築造工事

　　　　　吸出し防止材の敷設出来形図
指示事項

１、吸出し防止材の敷設状況の
　　観察。（Ｎｏ．４０～Ｎｏ．１６０）

２、吸出し防止材の敷設重ね
　　合わせ幅の測定。
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指示図－１５
○○港○○岸壁補修工事

　　　　　鋼矢板補修（溶接）出来形図
指示事項

１、鋼矢板補修箇所の溶接長及び溶接肉厚の測定。

鋼板（幅20cm､長さ120cm､厚さ9mm）

鋼板（幅40cm､長さ120cm､厚さ9mm）

No.5
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② ③

④
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①

② ③

④

上部コンクリート

平 面 図
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L.W.L ±0.00m

鋼矢板補修箇所
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2.03m

2.45m

正 面 図

鋼 矢 板
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指示図－１６
○○港○○岸壁補修工事

　　　　　鋼管矢板切断出来形図
指示事項

１、鋼管矢板切断箇所の観察。

２、①～⑤の切断箇所の計測。

切断拡大図

基準計画天端面

切断箇所の高さ

切断位置
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鋼管矢板φ100mm､厚さ12mm
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［参考資料］

測定密度の参考図



測定密度の参考図 

例) 基礎工 基礎捨石・捨石均し 

 ・港湾工事共通仕様書の基礎捨石工の「測定密度」欄には「測線間隔は 10m 以下」と規定している。 

 ・設計図書(図面)の測線間隔が 20m 間隔となっている場合は、測定密度が満足しないと認められる。 

 

【正しい例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【誤りの例】 
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N
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N
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N
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10m 10m

100m(10m 間隔) 

 → 11 測線 

 

11 測線×0.2(20％)=2.2 測線 
 → 3 測線の確認（正） 

100m(20m 間隔) 

 → 6 測線 

 

6 測線×0.2(20％)=1.2 測線 

 → 2 測線の確認（誤） 

 

※この場合、本来 3測線確認す

べきところを 2 測線の確認

となり 1 測線不足となって

いるため、測定密度は 20％を

満足しない結果となる。 

※2/11=0.18→18％≦20％ OUT 
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・工区を分けて複数社が施工する場合は、各社が担当する工区について測定密度 20％以上を満足するよ

うに確認する 

※以下は参考事例である。工程や施工順序を勘案し、責任範囲を明確にした上で実施する。 
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【正しい例】 

【誤りの例】 

A 工区(a 社) 

100m(10m 間隔) 

 → 11 測線 

 

11 測線×0.2(20％)=2.2 測線 

 → 3 測線の確認（正） 

 

B 工区(b 社) 

100m(10m 間隔) 

 → 10 測線(A 工区の重複除く) 

 

10 測線×0.2(20％)=2.0 測線 

 → 2 測線の確認（正） 

 

 

C 工区(C 社) 

100m(10m 間隔) 

 → 10 測線(B 工区の重複除く)  

 

10 測線×0.2(20％)=2.0 測線 

 → 2 測線の確認（正） 
 

A 工区(a 社) 

11 測線×0.2(20％)=2.2 測線 

 → 3 測線の確認（正） 

→ 2 測線の確認（誤） 

※a社の施工範囲の確認は 

3 測線必要であるため誤り。 

※2/11=0.18→18％≦20％ OUT 

 

B 工区(b 社) 

10 測線×0.2(20％)=2.0 測線 

 → 2 測線の確認（正） 

→ 3 測線の確認（正） 

※2測線以上確認しているので 

正しい 

 

C 工区(C 社) 

10 測線×0.2(20％)=2.0 測線 

 → 2 測線の確認（正） 
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